

















の群体を形成する（Hirai and Kakinuma，1973; 図 1 ）。
ポリプの群体には夏期に多数のクラゲ芽が形成され、
クラゲとして群体から遊離していく。遊離したクラゲ




Green fluorescent protein （GFP）-like substance in the hydrozoan jellyfish Cytaeis uchidae: 
Examination of timing and localization of its expression and utilization for biological education
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要　旨
刺胞動物門ヒドロ虫綱に属すタマクラゲ（Cytaeis uchidae）は、生体内に緑色蛍光タンパク質（Green Fluorescent 















 共焦点レーザー顕微鏡　Confocal laser scanning microscope
 教材　Educational material












分野（Takeda et al.，2006; 出口ら，2011）のみならず、
教育分野（出口ら，2002）でも活用されている。
緑色蛍光タンパク質（Green Fluorescent Protein; 
GFP）は、ヒドロ虫綱軟クラゲ目に属すオワンク
ラゲ（Aequorea victoria）で発見され、単離された
（Shimomura et al.，1962; 下村，1998）。オワンクラゲ



































































































































み合わせた授業を立案し、2012年 8 月 3 日と 4 日の 2
日間にわたって、今年度からスーパーサイエンスハイ
スクール（SSH）の指定を受けている宮城県古川黎明














コップのクラゲ（図 5 A， 5 B）、タマクラゲのポリプ






























2012年 8 月 3 日と 4 日に、古川黎明高等学校の生徒17名を対象に、ク
ラゲの発生と GFP の蛍光をテーマにした授業を行った。写真は、作
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